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１．研究計画の概要 

(1)本研究課題に至った背景：三陸～常磐沖合
には亜寒帯循環と亜熱帯循環に挟まれた混
合水域と呼ばれる海域が広がる。混合水域は
親潮系の冷水と黒潮系の暖水が複雑に入り
混じり、その混合水が両循環に戻されるため、
北太平洋の亜熱帯－亜寒帯循環間の水・熱・
物質交換に重要な役割を果たしている。混合
水域の形成と循環には、オホーツク海から親
潮を通じて流入してくるオホーツク海中層
水が力学的に強く関与していることが数値
モデルを用いた過去の研究で明らかにされ
ている。 

 

(2)目的：本研究課題では、観測資料に基づい
て、オホーツク海中層水の北太平洋への流出
量と変動、広がり方を定量的に調べつつ、混
合水域の海洋構造と循環、変動を明らかにす
る。そのために、温度・塩分・溶存酸素値を
用いて、混合水域中層の３つの起源水である
オホーツク海水、東カムチャツカ海流水、黒
潮水の各成分（混合比）を求める新しい手法
（複数トレーサー解析による混合比推定法）
を実用化し、周辺域の観測資料に適用するこ
とで、これら３成分の時空間分布と変動を定
量的に把握する。特に解析には、調査船の観
測資料のほか、溶存酸素センサーを取り付け
た中層フロートを複数台、親潮域に投入して、
親潮～混合水域を漂流中に得られる観測資
料を用いる。 

 

(3)研究計画：2007 年度には過去の資料整理
と中層フロートの仕様と投入計画の決定、購

入を行い、2008 年度末までに中層フロート
を投入、2009 年度に中層フロートおよび調
査船による水温、塩分、溶存酸素の観測、2010

年度にはこれらの資料を解析し、得られた成
果を公表する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)これまでの計画進捗状況：研究計画通り、
2007 年度に光学式溶存酸素センサー「オプ
トード」を取り付けた等密度追従型中層フロ
ート 4 台を購入、2008 年 3 月と 9 月に親潮
南下流中に投入して、現在まで観測資料を収
集している。また、2008～2009 年には漂流
中のフロート周囲で調査船による追跡観測
も行った。これらと並行して、過去の周辺海
域の資料整備を進め、2009 年度末には解析
に十分な観測資料を整えた。 

 

(2)得られた研究成果：複数トレーサー解析の
適用などにより、これらの資料を解析した結
果、次の成果が得られた。 

①北太平洋に流出したオホーツク海中層水
が、水平的には本州東岸の親潮沿岸貫入を通
じて亜熱帯循環中層に広がるだけでなく、北
東方向に亜寒帯前線に沿いながら広がる。 

②鉛直的にみると、親潮を構成するオホーツ
ク海中層水と東カムチャツカ海流水の成分
比は、中層上部（26.7~27.0σθ）でオホーツ
ク海中層水が優勢、中層下部（27.0~27.3σθ）
では東カムチャツカ海流水の成分が優勢と
なる。 

③親潮中のオホーツク海中層水南下流量は
冬～春季に多くなる傾向はあるが、そうでな
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い年も見られ、明確な季節変動ではない。 

④親潮沿岸貫入によって、親潮域で大量に発
生する大型カイアシ類が混合水域に多く運
ばれ、混合水域の有機炭素の重要な供給源の
一つになっている（オホーツク海中層水の太
平洋への流出により混合水域への流入が強
化される親潮沿岸貫入による輸送に着目し
た副次的研究成果）。 

 

(3)これまでの研究成果の公表状況 

上記①～④の研究成果については、適時、
国内外の研究集会で発表しており、④につい
てはすでに２編の査読付論文が国際誌に公
表された。現在は、成果①～③に関する国際
誌投稿用の論文を作成中である。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している 

（理由）当初の研究計画通りに中層フロート
の購入、投入を行い、その観測資料を順調に
得ることができた。また、それらの資料解析
結果、計画段階である程度予想されていた研
究成果も十分に得ることができたほか、副次
的成果も得ることができた。ただし、初年度
のフロート購入に予算を大きく割り当てた
ため、外注を要する過去の観測資料の整備に
ついては予算的制約をある程度受けながら
進めてきたため、未整備の資料もある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 順調に計画通り研究課題を進捗しており、
今後の進捗を妨げる問題点も予想されない。
2010 年度は当初の予定通り、研究成果の公表、
特に国際誌での査読付論文による研究成果
の公表を行っていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
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